


















































































第２節遺構・遺物の概要３５

第２節 遺構・遺物の概要

下層（縄文時代）の遺構・遺物

下層の調査は第１節にも記述したが、Ｆ・Ｇ・Ｃ.Ｈ区の一部でのみの検出である。下層の調査で

は、Ｇ区G95付近で自然流路を検出し、自然流路付近のⅣ層から二次加工剥片（29)、石核（30)、礫

２点（31,32）が出土している。また、自然流路東のG91で剥片（21）がⅢ層から出土している。な

お、石器は上層の包含層（Ⅱ層）からも出土している。

上層（中世・近世）の遺構・遺物

当遺跡での検出遺構の中心は近世の低湿地水田開発跡である。水田になる前に部分的に粘土採掘跡

が見られるが、遺物を伴わないため時期は特定できない。中世の遺構はＪ区とＥ区で検出している。

遺物はほとんどがⅡ層（包含層）から出土しており、縄文土器、石器、須恵器、灰釉陶器、土師器Ⅲ、

12～１５世紀の山茶碗・陶器、１８～19世紀の陶器が出土している。包含層出土の遺物はグリッドごとに

一括で取り上げている。遺構出土の遺物はNRCOlの埋士上層から14～１５世紀の山茶碗（101～１０４）

が出土し、SDJO2･03の埋士上層から14～１５世紀の山茶碗が出土しているのみである。また、SIBOl周

辺からは18～19世紀の陶器が多く出土している。

表３遺構一覧表

下層~「￣￣~￣

一本杉遺跡

地区 Ａ区 Ｂ区 Ｆ・Ｇ区 Ｃ区

遺構

層序
遺構

出土層序

遺構確認面
遺構

出土層序

遺構確認面
遺構

出土層序

遺構確認面
遺構

出土層序

遺構確認面

下層 NRGO1 Ⅳ（遺物包含層）

Ｖ（確認面）

NRCOLNRCO2 Ⅱ（遺物包含層）

Ⅳ（確認面）

上層 PAO1～ＰＡ１０

SKAOl

SDAO1

SKAO2

SXAO1i02

Ⅱ（遺物包含層）

Ⅲ（確認面）

PBO1～ＰＢ２３

SKBO1

SIBO1

SXBO1

、（遺物包含層）

Ⅳ（確認面）

SIFO１

SXFO1～SXFO3

PGO1～ＰＧｌＯ

SKGOLSKGO2

Ⅱ（遺物包含層）

Ⅲ（確認面）

Ⅱ（遺物包含層）

Ⅳ（確認面）

茶屋下遺跡

地区 Ｈ区 Ｉ区 Ｄ区 Ｊ区

遺構

層序
遺構

出土層序

遺構確認面
遺構

出土層序

遺構確認面
遺構

出土層序

遺構確認面
遺構

出土層序

遺構確認面

下層 SXHO2 Ⅲ（遺物包含層）

Ⅳ（確認面）

上層 SIHO1 Ⅱ（遺物包含層）

Ⅲ（確認面）

PDO1～PDO８

SDDO1

Ⅱ（遺物包含層）

Ⅳ（確認面）

PJO1～PJO3

SKJO1～SKJO4

SDJO1～SDJO3

SXJO1，SXJO2

Ⅱ（遺物包含層）

Ⅲ（確認面）

改田遺跡

地区 Ｅ区

遺構

層序
遺構

出土層序

遺構確認面

下層

上層 PEOLPEO4

SDEOLSDEO2

Ⅱ（遺物包含層）

Ⅲ（確認面）
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第３節遺構と遺物４７

第３節遺構と遺物

下層の遺構・遺物（調査区の西から東へ111頁に記載。Ｆ→Ｇ→Ｃ→Ｈ区）

Ｆ区（第19図）黄褐色粘土を５～20ｃｍ人力で掘り下げて下層を検出した。特に調査区の西端に黄褐
色粘土が堆積しており手掘りで掘り下げたが、遺物・遺構は確認できなかった。

Ｇ区（第１９図）渡来川北遺跡と同じ硬い灰色粘土の層はＨ93～96にみられる。この粘土の下に黄褐色
の硬い粘土が堆積しこの粘土を掘り下げたところ、黄褐色粘土内から剥片が1点（21）出土した。
NRGO1（第25図、図版７）

Ｃ区のNRC０１．０２と同じ砂の層がNRGOlの底と同じ砂にあたるため、縄文時代の地形であると思

われる。埋士は黄灰色の硬い粘土である。付近から二次加工剥片（29)、石核（30)、礫２点（31,32）
が出土している。

Ｃ区

NRCO1・NRCO2（第１８．２６図、図版８．９）

NRCOlはＣ区の西側にある自然流路で、南に傾斜する。上流（北）から流れてきた流木を伴う粘土

とその下の砂礫層との間には多くの村が出土している。NRCO2はＣ区の東側にある自然流路で、北東

側が撹乱を受けており南側と西側が残存している。岸には流路の時期に植生があったことを示す木の
根っこが、粘土の中に多く残存している。

この２本の流路は土質が類似しており、ほぼ同時期のものと考えられる。この士はＧ区の自然流路

（NRGOl）とＨ区東の下層の士と同質のため、これらは同時期のものと考える。NRCOlの上層から山

茶碗（lOl～104）が出土しているが、NRGO1で縄文時代早期の石器が出土しているので、縄文時代に

できた自然流路と考える。NRCO2底部の粘土内から採取された流木の年代測定結果からみると、自然

流路はBCl7000の頃にできたようである。NRCOlの埋士内から出土した流木は年代測定結果から７

世紀頃のもので、この時期に埋まった流木と思われる（第５章参照)。自然流路上部は撹乱を受けて近

世の遺構面が残存していないため、他の調査区で検出されている近世の遺構については不明である。

現在の用水がすぐ東にあり、用水源は今と変らないようである。字絵図の水路とも位置が変らないよ

うである（第71図参照)。

Ｈ区（第21図）176杭から東に、渡来川北遺跡と同じ硬い灰色の粘土層（7.5YR4/l黒色）が堆積して

いる。それより西には2.5Ｙ５/4黄褐色の硬い粘土がHI76～78に堆積している。検出遺構はＳＸＨＯ２の

みであるが、177グリッドからは小さい炭やチップが出土している。Ｈ区の東側にも自然流路がある

可能性が高いが、水田への乗り入れ口部分は調査していない。

SXHO2（第27図、図版１０）

検出時は、竹をたばにして入れてある昭和の暗渠のすぐ横に地山の色に近いlOYR4/l褐灰色の士が

見えており、埋士の色が薄いため撹乱と判断して掘削を始めた。士坑の底に近いところから、頁岩の

削器１点と剥片１点、泥岩の石核１点と剥片１点が出土している。これらは２種類の石材で２点づつ

出土している。３３．３５．３６の３点と炭化材は暗渠の東側から、３４は暗渠の竹をはずした下から出土し

ている。炭化材はＡＭＳの分析を行ったところ縄文時代前期という年代が出ている（第５章参照)。

北・西・南に撹乱が入っており遺構の本来の形は不明である。
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